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新
年
お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
異
常
気
象
と
言
わ
れ
全

国
的
に
も
暑
い
日
が
晩
秋
ま
で
続

き
、
そ
の
後

一
気
の
寒
さ
で
四
季

が
夏
冬
の
二
季
に
な
っ
て
、
三
年

余
の
コ
ロ
ナ
が
五
類
に
変
更
さ
れ

て
も
終
息
と
は
い
か
な
い
状
況
に

加
え
年
末
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
流
行
し
て
屋
内
外
の
作
業
に
携

わ
る
方
々
は
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
昨
年
十
月
か
ら
消
費
税

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
、

シ
ル
バ
ー
の
経
営
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
る
当
面
の

決
算
に
お
い
て
は
特
定
費
用
準
備

資
金
の
取
り
崩
し
で
対
応
し
て
い

く
予
定
で
す
が
、
経
過
措
置
終
了

後
の
三
年
後

上
八
年
後
、
そ
の
先

の
消
費
税
率
の
更
な
る
ア
ッ
プ
を

見
据
え
る
と
、
税
負
担
で
シ
ル
バ

ー
組
織
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
事

態
で
す
。

こ
の
た
め
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法

の
制
定
を
背
景
と
し
て
全
シ
協
が

主
体
と
な
っ
て
、
現
行
の
シ
ル
バ

―
事
業

（請
色
↑

準
委
任
契
約
）

を
発
注
者
と
受
注
す
る
会
員
の
契

約
に
シ
ル
バ
ー
が
加
わ
っ
た
包
括

的
な
契
約
に
変
更
す
る
方
向
を
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
で
は
発
注
者
及
び
就

業
予
定
会
員
に
対
し
て
、
事
前
に

就
業
条
件
を
明
示
す
る
多
く
の
書

類
作
成

・
配
布
が
不
可
欠
と
な
る

こ
と
か
ら
．
会
員
の
ス
マ
ホ
等
デ

　

・

ジ
タ
ル
機
器
を
活
用
し
た
簡
便
な
　
１一

方
法
を
構
築
し
て
い
く
考
え
で
す
。
　
．

詳
細
は
今
後
に
な
り
ま
す
が
こ
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
全
国

的
に
会
員
の
増
強
が
進
ま
な
い
事

態
、
年
齢
を
重
ね
て
も
就
業
で
き

る
会
員
の
退
会
抑
止
の
取
り
組
み
、

安
全
最
優
先
で
事
故
等
の
な
い
就

業
な
ど
に
よ
り
、
地
域
に
根
ざ
し

た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
挨
拶
と
し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ざ

い
ま
す
。
令
和
六
年
の
新
春
を
迎
え
、

皆
様
の
こ
多
幸
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
村
政
に
対
し
ま
し
て
、
こ
理
解

と
こ
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
．

深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
三
年

一
月
に
国
内
で
初

感
染
が
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
、

今
ま
で
の
生
活
が
戻

っ
て
き
ま
し
た
。

あ
た
り
前
に
週
こ
せ
る
日
常
の
大
切
さ

を
身
を
持

っ
て
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

下
伊
那
西
部
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

も
発
足
か
ら
十
六
年
を
迎
え
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
民
の
皆
さ
ん
が
要

望
す
る
多
く
の
案
件
に
対
し
て
、
経
験

と
技
術
を
生
か
し
着
実
に
業
務
を
遂
行

さ
れ
、
地
域
に
と
つ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
持
続
的
な
地

域
の
存
続
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意

さ
れ
て
益
々
ご
活
躍
頂
く
こ
と
を
祈
念

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
根
羽
村
で
は
地
域
に
と

っ
て

最
大
の
資
源
で
あ
る
森
林
を
活
用
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

一

環
と
し
て
間
伐
材
か
ら
木
糸
を
作
る
取

り
組
み
を

「
木
の
糸
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
メ
ン
パ

ー
の
四
者
で
、
協
働
し
て
来
年
開
催
さ

れ
る

「大
阪

・
関
西
万
博
」
の
ス
タ
ツ

フ
用
ュ
ニ
ホ
ー
ム
に
木
糸
か
ら
で
き
た

生
地
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、

森
林
の
大
切
さ
や
木
を
使
う
こ
と
の
重

要
性
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に
と

っ
て
幸
多
き
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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よ

十

一
月
末
現
在
の
会
員
数
は
百
六
十

一
人
で
す
。
当
年
度
の
入
会
者
は
十
三
人
．
退
会
者

は
九
人
で
す
。

十

一
月
末
ま
で
の
事
業
実
績
は
．
派
遣
事
業
を
合
わ
せ
て
就
業
延
べ
日
数
は
工（

七
三

一

人
日
．
前
年
度
比
九
八

・
０
％
．
契
約
額
は
四
．　
一
六
０
万
円
で
す
。
今
年
度
は
、
企
業
の

大
口
契
約
の
減
少
等
に
よ
り
前
年
度
比
八
九

・
九
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

11月

単位 ,千 円

9月     10月

令和5年度

8月

■令和4年度

6月     7月

■令和3年度

5月

物令和2年度

4月

来派遣契約額を含む.

千 円

8.000

7.000

6.000

5.OOO

4.000

3.000

2.000

1.000

月別契約額の推移

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 計

R2年度 3.581 3.334 4.395 4.664 6.700 6.010 5.714 5.251 39.640
R3年度 4.601 3.345 5.183 7.394 6.446 5.814 6.502 5.356 44.640

3.241 4.135 5.192 6.248 8.105 6.399 7.071 5.369 46.260
3.843 3.755 4.838 7.170 6.142 6.328 5.487 4.029 41.592
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今
年
の
年
男

・
年
女
の
方
は
会
員

一
六

一
名
の
う
ち
十

一
名

（七
回
四
名
、
六
回

七
名
）
で
す
。
こ
の
う
ち
六
名
の
方
に

今
年
の
抱
負
は
？

Ｃ
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
状
況
は
？

Ｃ
健
康
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
事
は
？

④
あ
な
た
の
趣
味
は
？

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

①
歳
を
重
ね
る
こ
と
に
衰
退
し
て
い

く
の
で
は
な
く
、
世
間
と
の
繋
が

り
を
大
切
に
新
し
い

一
面
を
み
つ

け
た
い
。

②
ア
ル
テ
ン
八
イ
ム
で
の
洗
濯
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
ホ
ッ
ト
∃
ガ
と
水
泳
教
室

④

・
ョ
ガ
、
サ
ウ
ナ
、
水
泳

・
無
心
に
な
れ
る
庭
の
花
の
手
入
れ

・
孫
と

一
緒
に
公
園
や
美
し
い
高
原

に
車
で
出
か
け
る
事

阿
智
村

松
井
　
裕
美
子

Ｃ
体
が
資
本
な
の
で
動
く
こ
と
、
仙

人
の
様
に
ひ
げ
を
伸
ば
す
事

（無

精
ひ
げ
と
紙

一
重
）
根
羽
村
に
貢

献
す
る
事
。

②
夏
か
ら
秋
の
か
け
て
の
草
刈
り
作

業
。

Ｃ
好
き
な
事
を
や
り
た
い
時
に
や
る
。

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
こ
と
。

④
釣
り
、
機
械
い
じ
り

（修
理
）

根
羽
村
下
田
　
徹
明

一①
地
域
貢
献
す
る
こ
と
。

・Ｃ
主
な
仕
事
は
草
刈
り
作
業
。
初
め

一　
は
慣
れ
な
い
仕
事
だ

っ
た
が
だ
ん

だ
ん
慣
れ
て
入
会
し
て
良
か
っ
た
。

体
の
続
く
限
り
や

つ
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
毎
日
の
温
泉
で
リ
フ
レ
ツ
シ
ユ
し

て
い
ま
す
。

Ｃ
ギ
タ
ー
、
三
年
前
音
の
メ
ン
パ
ー

と
再
結
成
し
た
が
コ
ロ
ナ
で
練
習

で
き
な
か

っ
た
が
、
今
年
は
発
表

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

．　
阿
智
村

一　

熊
谷
　
一房
雄

一①
今
年
も
会
員
の
皆
さ
ん
と
良
い
仕

一　
事

・
楽
し
い
休
み
時
間
を
過
こ
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
今
年
八
四
歳
、
草
刈
り
な
ん
か
の

仕
事
急
斜
面
は
無
理
か
な
、
皆
さ

ん
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Ｃ

・
朝
夕
の
散
歩

・
月
二
回
浪
合
マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ

・
中
日
新
間
に
出
て
い
る
毎
日
数

独
パ
ズ
ル
で
脳
ト
レ
。

④
美
し
い
南
ア
ル
プ
ス
の
風
景

・
山

並
、
夏
で
も
冬
で
も
感
動
し
ま
す
。

暇
が
あ
れ
ば
飯
田
市
北
方
の
農
道

方
面
ま
で
見
に
行
き
ま
す
。

阿
智
村
塩
澤
　
ヂ
文

一Ｃ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
業
務
を
し

て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
で
も
あ
り
、

一　
常
に
周
り
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、

．　
安
全
運
転
を
心
が
け
る
所
存
で
す
。

②
根
羽
学
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
ト

レ
セ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
と
根

羽
村
内
の
水
道
検
診
を
行

っ
て
い

ま
す
。

Ｃ
無
頓
着
な
性
格
な
の
で

・
・
・
特

に
ゃ
っ
て
い
る
こ
と
は
無
い
で
す
。

④
女
房
に
時
々
嫌
味
を
言
わ
れ
ま
す

が
、
悲
し
い
か
な
趣
昧
と
い
う
も

の
が
全
く
無
い
の
で

・
・
。
無
趣

・

昧
が
趣
昧
か
な
？
　
　
　
　
　
　
一

根
羽
村
片
桐
　
俊
男

Ｃ
自
然
の
ま
ま
に
、
無
理
を
せ
ず
、

健
康
第

一
で
日
々
を
過
こ
す
事
。

②
草
刈
り
作
業
が
主
な
仕
事
で
す
。

Ｃ
仕
事
を
し
た
り
、
仲
間
皆
ん
な
と

世
間
話
で
笑
う
こ
と
。

④
パ
ソ
コ
ン
で
色
々
調
べ
た
り
、
道

具
の
修
理
を
す
る
こ
と
。

根
羽
村

一　

片

桐
　
貞

夫
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発
注
者
の
ご
紹
介

ぶ
つ
″

し

く

だ

さ

る

お

客

様

が

多

い

で

す
。
ま
た
、

地

元

の

お

客

様

の

こ

利

用

も

増

え

店

内

で

楽

し

そ

う

十
月
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
普
及
啓
発
促
進
月
間
と
し
て
、
全
国

的
な
普
及
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
、
当

セ
ン
タ
ー
で
は
阿
智
村
の
六

つ
の
保
育

園
で
三
十

一
人
が
参
加
し
園
舎
周
辺
の

草
刈
り
、
窓
ふ
き
等
の
作
業
を
行
い
ま

し
た
．
な
お
、
根
羽
で
は
六
月
に
十

二
人
で

保
育
所
の
草
刈
り
、
平
谷
で
は
九
月
に

二
人
で
小
学
校
の
保
育
所
の
草
刈
り
を

行

っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
が
年
々
少

な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
六
年
度
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
作
業
に
は
多
く
の
会
員
の
皆

様
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

十

一
月
七
日
に
会
員
の
親
睦
と
健
康

維
持
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
阿

智
村
の
わ
い

・
Ｗ
ａ
ｌ
公
園
で
マ
レ

ツ

ト
コ
ル
フ
を
行
い
ま
し
た
．

当
日
は
実
施
三
十
分
前
ま
で
雨
で
し

た
が
．
晴
れ
間
も
出
て
．
参
加
者
十
八

が
三
人
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
日
頃
の
腕

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

第

一
位
は
ス
コ
ア
九

一
の
下
原
秀
男

さ
ん
で
し
た
。
二
十
七
番
ホ
ー
ル
で
原

和
樹
さ
ん
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成

し
ま
し
た
。

成
　
績

一
位
　
下
原
　
秀
男
さ
ん

（駒
場
）

ス
コ
ア
　
　
九

一

二
位
　
原
　
　
和
子
さ
ん

（清
内
路
）

ス
コ
ア
　
　
九
九

三
位
　
原
　
　
英
行
さ
ん

（春
日
）

ス
コ
ア
　

一
〇
九

治
部
順
中
割
せ
ば

約
六
年
前
に
、
本
店
で
あ
る
昼
神

十
割
そ
ば
の
二
号
店
と
し
て
治
部
坂

峠
に
開
業
し
ま
し
た
。
本
店
の
創
業

者
で
あ
る
私
の
父
の

「本
物
の
十
割

そ
ば
を
腹

一
杯
食
べ
て
ほ
し
い
―
」

と
の
願
い
を
守
り
十
割
そ
ば
を
提
供

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

国
道

一
五
三
号
沿
い
に
店
を
構
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
主
に
中
京
圏
か

ら
の
信
州
の
蕎
麦
を
楽
し
み
に
お
越

4-
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に
こ
歓
談
さ
れ
て
い
る
お
客
様
を
見

か
け
る
と
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
に
は
、

主
に
清
掃
、
厨
房
等
で
の
お
仕
事
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
場
所
柄
、

人
材
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
年
も
繁
忙
期
を
乗
り
切
る

こ
と
が
出
来
ま
し
て
本
当
に
感
謝
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

決
し
て
楽
な
作
業
で
は
な
い
の
で

す
が
丁
寧
な
仕
事

を
し
て
い
た
だ
き

安
心
し
て
お
任
せ

す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、

来
年
の
繁
忙
期
に

も
是
非
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●

`′0
″

」
ロ

D

肋

脇



第32号

【長野県連合会入選作品】

【下伊那西部SC入選作品】

最優秀賞 「 安 全 は  指 差 し声 出 し  再 確 認 」  高坂
優 秀 賞 「まあいいか これが安全の 天敵だ」         近藤

佳   作 「あせるな わざを生かして 明日は明るい‖」      鈴木
「あんじゃあない 過信は 事故のもと」         上甲
「仲間違と 明るく楽しく 活動できるセンターヘ どうぞ」熊谷

令和 6年 1月 10日

「安全は 無理せず 焦らず

'由

断せず」
安全就業全国続―スローガン

(R5年からRフ年度)

最 優 秀 賞

優 秀 賞
佳   作

「気を抜くな 慣れた作業に 落とし穴」
「債れ過信 ,由断横着 事故のもと」
「―呼吸 心のゆとりが 身を守る」
「気を抜かず 初心に戻つて 事故防止」

飯山地域

岡谷下諏訪広域

長 野

安曇野

中野広域

博

重衛

―平

智子

光栄 チエブクロー

令和5年度 安全 。適正就業標語

令和5年度事故発生状況

十

一
月
十
七
日
．
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
の
安
全

・
適
正
就
業
推
進
大
会

が
三
年
ぶ
り
に
塩
尻
市
で
開
催
さ
れ
．
当
セ

ン
タ
ー
か
ら
は
安
全

・
適
正
就
業
委
員
等
八

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
に
安
全

・
適
正

就
業
標
語
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
続
い
て
県
連

合
会
内
田
安
全
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
員
に

よ
る

「安
全
就
業
に
つ
い
て
」
の
研
修
が
行

わ
れ
た
。

引
き
続
き
長
野
大
学
副
学
長
の
根
本
賢

一

教
授
に
よ
る

「ネ
モ
ケ
ン
先
生
の
健
康
講
座

～
人
生
１
０
０
年
時
代
を
活
躍
の
舞
台
に
～

生
涯
現
役
を
目
指
し
た

『
「健
康
づ
く
り
』

講
演
会
が
行
わ
れ
．
健
康
維
持
の
た
め
に
は
、

た
だ
歩
く
だ
け
で
は
だ
め
、
足
ふ
み
で
も
よ

い
息
が
弾
む
位
の
少
し
き
つ
い
運
動
が
必
要
．

ス
ク
ワ
ッ
ト
も
お
勧
め
と
の
こ
と
で
、
皆
熱

心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

-5-

下伊那西部シルバー便リ

敬称略

小島今朝夫

今丼 克也佳
樋回 周平
小林 徳子
下田 健郎

「危険予知 意識高めて防ぐ事故」

◎当センター

4月から11月までの事故件数は1件で、7月 に刈払しヽ機の飛び石によるガラス破損の損害賠償事

故が1件発生しています。

◎県下シルバー人材センター

4月から8月までの事故件数は101件 (昨年同期109件)と 2件増になっています。重篤事故 (死
亡または6ヶ月以上の入院事故)、 入院1カ月以上6ヵ月未満の事故は発生しておりません (昨年同

期も同様)。 就業中の事故件数は107件 (同 103件 )、 就業途上の事故件数は4件 (同 6件)です。

傷害事故件数は42件 (同 53件)で、主なものは転倒事故が20件、蜂刺され等12件、剪定・屋外

作業等での墜落・転落事故が4件です。損害賠償事故件数は69件 (同56件)で、王なものは除草作

業での飛散、器具等接触による損壊が42件となつてしヽます。



令和 6年 1月 10日 下伊那西部シルバー便リ 第32号

ス マ イ ル トウ ス マ イ ル

シルバー事業を取り巻く環境は、大きく変わろうとしています。昨年10月からはインポイス制度が施行さ

れ、フリーランス法が今年の秋から施行予定です。フリーランス法はフリーランスの皆さんの保護を目的と

した法律で、シルバー会員も対象になります。フリーランス法施行に伴い契約方法の見直しも検討されてお

り、法施行後は就業会員に対して事前に就業条件の明示や会員の就業依頼に対する同意などが必要となり

事務処理と会員の負担軽減に対応するため事業のデジタル化が必要になつてきます。センターではこれら

に対応するため、スマホ (パソコン)を活用した会員専用サイト「Smile to Sm‖ e」 のシステムを導入し
ます。会員の皆さんには登録をお願いします。

■サービス開始までの流れ

①「Smmeto Sm‖ e」 利用開始の申し込み
登録センターヘ電話で連絡ください。

②ログイン情報の発行
センターからSMSで「Sm‖e to Sm‖ e」 ヘログインの際必要な「ログインID」 と「仮パスワード」を送信します。
※紙での発行も可能です。

_ISm‖e tO Smme」 への霊録 (用意するもの:スマホ、メールアドレス)
センターから送信されたSMSから,Smile to Sm‖ e」 サイトヘ接続し、
「ログインID」 と「仮パスワード」を入力。
生年月日を入力、「メールアドレス」と「本′ヾスワード」を入力。
メールが送られるので「本パスワード」を入力し登録完了。

.「Sm‖eto Sm‖ o」 で出来ること
●センターからのお知らせを開覧
●就業情報をスマホで確認
●配分金明組書の確認      ※事務局て出来る範囲で教えますのでこ連絡ください。

′

「Sm‖eto Sm‖ e」 の登録について

@ srit" to smite

―

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
．
昨
年

一
年
間

の
配
分
金
の

「配
分
金
支
払
証
明
書
」

を
送
付
し
ま
す

（見
積
等
を
お
願
い
し

シ
ル
バ
ー
か
ら
お
支
払
い
し
た
分
も
含

む
）
。
ま
た
．
派
遣
会
員
の
方
に
は

「源
泉
徴
収
票
」
を
送
付
し
ま
す
。
確

定
申
告
の
際
こ
活
用
く
だ
さ
い
。

就
業
報
告
書
の

提
出
に
つ
い
て
お
願
い

「就
業
報
告
書
」
は
．
受
注
こ
と
に

一
枚
の
用
紙
を
使
用
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
単
発
の
仕
事
は
終
了
後
三
日

以
内
に
．
共
同
作
業
の
場
合
は
代
表
の

方
が
ま
と
め
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

継
続
の
仕
事
は
翌
月
三
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
遅
れ
る
と

発
注
者
さ
ん
へ
の
請
求
が
違
れ
配
分
金

の
支
払
い
に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
の

で
期
日
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

阿
智
村
駒
場

根
羽
村

阿
智
村
浪
合

阿
智
村
浪
合

根
羽
村

根
羽
村

阿
智
村
伍
和

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

―

劃

劃

国

劃
―

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
第
５
類
に
な
り
少
し

は
落
ち
着
い
た
生
活
が
で
き
る
と
思
っ
て

い
た
ら
、
電
気
、
ガ
ソ
リ
ン
．
食
料
品
何

も
か
も
が
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
の

一
年
で
し

た
。
最
低
賃
金
は
過
去
最
高
の
引
き
上
げ

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
と
て
も
物
価
の
値

上
げ
に
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。

年
末
に
な
っ
て
自
民
党
派
閥
の
パ
ー
テ

ィ
ー
券
問
題
が
ニ
ュ
ー
ス
を
賑
わ
せ
て
い

ま
す
。
シ
ル
バ
ー
会
員
は
わ
ず
か
な
配
分

金
も
確
定
申
告
を
す
る
の
に
…
…
…
。

な
か
な
か
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
な
い
が
、

新
し
い
年
が
健
康
で
過
こ
せ
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

片 石 高 千 片 松
桐 原 橋 葉 桐 井

義 里 文 寛 明 裕
彦 子 夫  人 美

子

園
原
美
佐
子
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十 十
二 ― 十 十 十 八 八
月 月 月 月 月 月 月
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